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本研究は磁気共鳴画像法 ( M R I) に よ る拡散テ ン ソ ル解析 を用 い , とく に白質神経線維

の 異常に着目 して , 統合夫調症 ( 精神分裂病) にお ける脳 内拡散 の 異常部位の 検出や臨床

指標と の 相関 の探索を試みたも の で あり, 従来 の 関心領域解析法および,
S P E C T や P E T

で 多く用 い られる S P M ( st a ti s ti c al p a r a m et ri c m a p p i n g) を応用 した新た な画像統計解析

法 を用 い て 以下 の 結果 を得 て い る ｡

1 I R O I 解析で は疾患群の 両側海馬 の fr a cti o n al a n i s o t r o p y( F A ) は健常群に比して有意な低

下が示された｡ 従来報告されて い る前頭葉白質の 異方性 に有意差 は得られなか っ た
｡
健 常

群に対す る疾患群 の み か けの拡散係数 ( a p p a r e n t diff u si o n c o e ffi ci e n t: A D C) は , 右

頭頂葉白質, 右海馬 で有意に高く, 左視床で有意に低い と いう結果 を示 した
｡

2 . S P M 解析では両側鈎状束, 両側傍海馬白質, 両側前部帯状束 などにお い て , 疾患群に

おける F A は健常群に比して 有意な低下を示した
｡
F A の有意な上昇を呈するボクセ ルや ,

A D C が上昇, 低下するような有意なボクセ ル は示されなか っ た
｡

3 . 統合失調症症状 の 評価 の 指標である陽性陰性症状評価尺度( P A N S S )との相 関に つ い て ,

右 中前頭白質, 左側頭葉白質,
左 帯状束に F A と陽性尺 度が正 の

,
左側頭菓白質, 左前頭

葉白質,
左鈎状束相当部位 に F A と総 合精神 病理評価 尺 度と負の

,
弱 い 相 国 の 存在

( un c o r r e ct e d p < 0 .0 0 1) が示唆されたが, 多重比較補正( c o r r e ct e d p < 0 .0 5 ) で の強い相 関

は確認されなか っ た
｡



以 上 本論文 は統合夫調症患者脳実質に つ い て , M R I を用 い た拡散テ ン ソ ル解析に より

海馬
･

傍海馬白質をは じめとす る白質を中心 と した異常部位を, 健常群との 群間差 と して

明らかに した
｡

また S P M を用 い た画像統計解析に より検出す る試み は仮説 に よらな い 新し

い 手法で あり, 形態 的に異常を呈さな い 統合失調症脳 , とく に白質の 異常を客観的手 法に

より指摘 し得たこ とか ら, 今後 の 統合失調症 の 病因, ネ ッ ト ワ
ー

ク解明に重要な貢献をな

すと考 えられ, 学位の授与 に値す るもの と考 えられる ｡




